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ら見るミエッジントンの理論に依る質量の比は六一よりも少く出て居て，合理
的である。師ち三星の質量の方が小さく出て居るがシーvスの結果の方は不合
理である。
　もミもミシーレスの方法では倭星について行なはれるエネギー等分率を互星
S6 天文學界最近の研究一星の質定大きさ攣　　光　　星
や高温の星の場合にもあてはまるものミ予定して評判したのであるから此の假
定が亘星の場合に適用出來ないs言ふ事である。
　要するにシーレスの方法による質：量の決定を用ふる場合には高温の凹凹亘星
の場合には著るしい補正を要する事を注意しなければならない。
◎攣
?
星
　セブ鼠イト攣究星一ゾンネベルグのホフマイステル（Hoffineistcr）氏
はセブエイド愛光星に關して面白い統計的研究を嚢表しテこ（A，N．1925年Nr．
5．　387）．
　セブエdド痩光星の光度曲線をフーリエ野臥に展開した時の縄劉項をG書
し，週期をP，光度極小から極大迄の時間をM一タノ～εして
　　　　　　　　　　　　　C＝＝　4G（M一”z）　／　？
なる量を考へ，此のCをその憂光曲線のカラクテリステイーク（Characteristik）
ξ名付けた。；斯くするミ．此のCはセブエイド痩光星の光度曲線の形を一義
的に決定するに非常に便利な量である。
　劔て，此の量εCepheid攣光星の色々な性質εの間には，色々面白い關係が
有り，例へば視光度の憂化範園ε爲眞光度の攣間際園この比の如きは特に著る
しく（第二圖参照）短週期（一日以下）のCcpheidsε長週期←一日以上）の
Cepheidsの間に判然ナこる魑別がある。此の事から見ても長短爾週期のセブエ
イド攣光星の間に著るしい差異が見られ，此の事の宇宙物理學的に可なり重要
な意義を有するものε思はれる。
　又，攣光曲線の形ε其の週期ミの關係は一日よりも短かい週期のCepheidsに
在っては，其身係は球歌星一躍のCepheids　O）場合ε全く同じで，此の爾種の星
が全く同じ性質である＞S言ふ事に封ずる可なり重要な謹明こも見られる。
　ジーンスの攣光星論一セブエ6式憂光星（Cepheids）及長週期攣光星
の正膣が一膿如何なものであるか，今El禾だ定まって居ない天文図上の大きな
問題の一つであるが，近頃英國のジーンス（］．　H．　Je．firins）氏は此の種の攣光星
を聯星系0）成因ε關連せしめて興味なる新説を襲表した（M．N．1925年六月）。
以下の大要を紹介する。
　分光聯星系の執道要素の新らしいCatalogucは1924年リク天：文皇で出版さ
れたが（L．0．B。385）ジーンスは其の材料に就いて統二十をεつて吹の結果を
得た。聯星系の雨髄の質量の和は李均，太陽の質量の18倍で，質量の比は李
下。．73である。そして質量の小さな方のCompOnCntカL・般に高9呂のスペク
1’ル型を有して居る。ジーンスの考へに依れば聯星系は一つの天聴が牧縮に依
って三韓が急油になり遽に分裂して生じナこものであるε言ふのであるが，此れ
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に珍してジーンスは嗜示して，長週期憂光星は丁度分裂する一寸前の状態にあ
るE言ふ。かNる歌態に在っては廻韓蓮動ざ同時に振動様の蓮動も存在して居
るであらう。此の回韓及振動の週期は始めのうちは異なって居るが，段々相近
付いて來て別れる丁度前では互に等しくなるであらう。從って，分裂する歌態
に近付くほさ痩男曲線は規則立って掌る筈で，斯ふ言ふ理論からジーンスは，
憂光曲線の或物を説明出來る事を論じて居る。今，不規則攣光星，長週期攣光
星や　セブエイド攣光星や聯星系を此の理論に從って列べて見るS，大膣吹の
如くなる。
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然るに長週期愛光星の中にも非常に規則的な攣光を示す星も見受けられるの
で，かくの如き星では分裂の過程は未だ光を回しない暗黒時代から始まったも
のミ考へねばならぬ○
　叉ジーンスは星の温度は分裂するミ急に高くなる事を決憎して，此れに依っ
て，分光聯星系がB型に非常に多い事の説明ミしナこ。
　ジーンスの此の理論によれば長拝撃及セフエイド憂光星の密度は次の如く出
て來る。
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◎距離及眞光度（Abs・lute　magnitude）
　分光踊扇差の正確さ一一zaの見掛けの光度をf7zEし眞光度をMεす
れば三星系の二つのComponentsの光度の差は見掛けの揚合ざ眞光度の揚合ε
等しくならねばならぬ。帥ち
　　　　　　　　　　　　　　　△M一△〃z錦0
從って，此の幽幽に依って，星の醍差を決定する方法の正確さを瞼査する事が
出來る。Pulkowaの天：文學者Shajn氏は此の考へから，軌道三韓の知れて
居る二重星及固有運動を共通にする二重星合計百九十四飼に就いて，スペク
トルに依る眞光度從って覗差の決定法の正確さを研究しfこ（Ap．」．1925年
九月）。其のうち五十五個は温度の低い星であり百三十九個は温度の高い星で
ある。
　彼の研究に依れば，分光的二上決定法は温度の低い星に就ては満足ε言へるQ
　　　　　　　　　　　エロ　　　　　　　　　　　　の郎ち△M一△mの値が±O．28から±0，48の間にある。此の値は覗差に就いて
言へば十四パーセントから二十五パーセントの誤差を生するに過ぎない。
　然るに温度の高い星即A及B型スペクトルの星に就ては，正確度は著るし
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　ロヒ　く減する。帥ち△M一△〃zのZF均値は±1．08から±1．24の値をξる。これは
　視差に就いて言へば65％から77％の誤差に相等する。
　　叉A型及B型の星に就いて言へば，スペクFル型ε虞光度εの間の關係は
　進行星群に境する襟な星に就ては明らかであるが，然し三角測量の親差の知れ
　旗一つ一つの星に就ては此の開係はそれ程明らかでない。此等の星の眞光度を
　出すに用ひられる曲線から外れる事が大で，從って眞光度にも著るしい違を示
　して房る。
◎星辰のスペクトル
z　DraconisのスペクDレに於ける水i素輝線の攣三一一一x　DracOnis　O）スペクけレ
．に水素輝線のある事は18go年にE．　c．　Pickcringが獲虚しナこが其後］・liss
Maurγ，　Baker，　Henroteau，　L6ckyer，　Mcrri1］ε言ふ人達が，此の星のスペクトル
を研究して，其の面白い性質がわかって來た。此の星のスペクトルは？Persei
型に属する。論点の『天界』に紹介した檬に（天界第六巻一月號天舞糊一員の研究
参照）其の週期は4000日になって居る。
　最近O．StruveはYerl｛es天文皇の鹸測をまEめ又其他の二二の材料ミ合せ
て，此の星のスペクトルの研究を嚢表して居るが・P．A．　S．　P　1925年十一月）
それに依れば次の様である。
　すべての観測を綜合するに，此の星の水素輝線は1890年には強かつナこか，
1902年には弱くなり，1904年には完全に見えなくなって仕舞つナこ。1911年に
再び幽かに見える様になり，次第に判然ミして隔て，1919年までその光輝を回
した。　1919年以後は大艦　一・ftlの光輝を保って居る。叉輝線に重なって現はれ
て居る挾い吸二線も著しい攣化を受けナこ。而も，輝線の強さが弱くなる時に其
の強さ及廣さが磨加する様である。叉時ミしては完全に無くなって仕舞ふ。こ
れは輝線が最も張くなる時に起る。
　輝線の攣化の週期は約30年位であらうざ。
　若し此の週期が正確なものならばrp　Persei型中の最も長週期のものであり，
此の方面の研究に非常に面白い星である。
◎星雲及星團
　渦胱星雲一位典Upsala天文塁のK．　Lundmark氏は渦状星雲に就いて
藪年來多くの研究を襲表して居るが，此程M．N．誌上に（1925年六月）渦1伏
星雲の蓮動及距離に關して面白い研究を嚢表した。其の大要を以下紹介する
（Natureに依る）。
90 天：文學界最近の研究一星雲広口團
　彼は先づ渦歌星雲の固有運動ε覗速度εを詳細に研究して居る。覗速度のう
ちで最も大なるものは，アンドロメダ星雲の距離を輩位εして，11なる距離に
ある星雲の毎秒2250粁ε言ふのである。光年で言へば一億光年に相等する。
太陽は丁丁星雲に封して，銀緯75。の方向に動いて居る。此の事から推論する
ε，太陽附近の星系は約30億年の週期：で公淫して居るのだらうご考へられ
る。固有蓮動の方はあまり小さく不正確であるから，色々の研究に用ふるわけ
には行かないが，その李均の値は一年に0．01秒よりも小さからうε思はれ
る。この値を用ふれば，渦蕨星雲の距離は少くεも三萬光年になる。
　渦駄星雲の距離を決定するに，間接な方法によれば，星雲の距離はもつεも
っこ非常に大きな値εなる。星雲中に出現する新星を銀河系内に出現する新星
ε同じものミ假目するミ距離は最も近い星雲に就ても百萬光年ミ言ふ程度のも
のに出て早る。此の値はE．Hubbleが星雲内にあるセブエaド攣光星から，H．
Shapieyの眞光度の週期εの關係を用ひて出した距離ε一致する。この距離を
貫なりεするこ1885年にアンドロメダ星雲内に出現しtc新星、（現今の愛光
星SAndrOmedae）は其の眞光度が一16等ε言ふ飛んでもないものになる，こ
んな大きな眞光度が實際存在するであらうか。Lundmarkの研究によれば，有
名なTyChoの新星が現今では13．7等級でスペクDレ型Mbのものになって居
らるしい（そう言ふ星がTychoの新星の場所にある）而も此のスペクトルは：巨
星の性質を有して居るからそれから計算するミ，Tychoの時代に新星ミして，
光が最も強くなった時の箕光度は一16等になる。故にアンドロメダ星雲中
の新星の眞光度が一16等ミ出て來た所で：不合理ではない。
　Lundmarkは，かくの如き大きな星雲の距離から結論して，及：Lambert’
Charlierの階段的宇宙観に賛成して居る。（此の階段的宇宙観ε言ふのは，多
くの星が集まって銀河系を作る。所が渦歌星雲は他の銀河系で，大きさや星の
数が我銀河系ε同じものであるが，此れ等の無撒の銀河系が集まって更に大な
る大宇宙を作るE言ふのである。即ち第一次の宇宙D篇二次の宇宙以下かくの
如く進む）Q
　遊星状星雲の覗速度一一一一va星歌星雲の三二度は1918年（Pub．　L．0．13
にCampbell氏及Moore氏が，125個だけ護表しナこ○最近Moore氏は其の
後に螢見されナこ6個の遊星歌星雲の親遽度を登表しtこ（P．A．　S．　P．1925年
九月目。
　室間に於けるカルシウム雲の運動一一一一〇．Struve氏の，　B3型及其れよ
り高温度の星のスペクトルに於ける，停止カルシウム線の視速度及強度の研究
によれば（P．A．　S．　P．1925年十一月）かxるカルシム雲の存在を二二せしむ
る事が出回るご言ふ。彼の研究によれば，かxるカルシウム雲は銀河の方向1二
多いが，銀河高緯度の方面にも存在する。織るカルシウム雲は齊一的蓮動を示
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して居て，カルシウム雲を純然たる星の附屡物ε考へる事は出來ない。次表は
最も代表的なカルシウム雲ε其の観速度を示す。
星　雲　名
CD－290139D8
CD＿32。工4673
cr．　（1900）
、ナ3綴8
17　41．tj
］7　49．2
18　45．4
18　48．マ
21　29．1
脚）增c四
一240　38t
一P．9　54
一21　44
十20　43
一32　2B
一61
一28．0
十12
十17．0
一S2．4
＋39@11堰@＋9．8
Nl
Nl　r　2
　　Nl
　riNll　NT2　H　　　　p
　Nl　N，2　H　　　　B
NI　DN；T2　1／l吹@4686
嚢見　者
f
I　Hubble
1）
Humason
Hubble
Humason
カルシウム雲
Orion　一一Monoceros
Perseus－Cassiopeia
Lacerta
T．　Cygni
Cygnus
Scorpius
覗遽度（太陽運動奄引き去る）
　　　　＋12牛馬
　　　　一12・0粁秒
　　　一92粁秒
　　　一14・0粁秒
　　　＋4・8粁秒
　　　＋5・2粁秒
　翼。G，　C。劔鐸⑪一N．G．C．6992及N．（｝．C．6960の二つの星雲は白
鳥座に在って，一つの大きなloopを作って居るが此の二つは多分密接な關係
をもつて居るものだらうE考へられる。米國のP．F．　Samford氏は前にN．
G．C．6992の幌線速度に就いての研究を襲表して居るが，近頃N、　G．　C．6960
に正する研究を嚢表しナこ（1）．A．　S．1）．1925年十月）Q
　彼の研究によれば，N．　G．　C．6992の覗線速度は＋100粁秒であるが，　N．
G，C．6960の覗線速度は一18粁秒である。此の爾者の差は恐らく其order
に就て眞の差を與へるものミ考へられる。小者の一生は十40十項であるが此
は全鐙εしての親旧運動を表す。若し爾者の示見線速度の差異が眞實のものであ
るならば全艦ミして廻韓して居る事を示すものであって，Campbell氏ごMoore
氏Sによって示された遊星歌星雲に於ける内部蓮動な曹ε關連して宇宙物理學
上，面白い事實である。第三圖はN，G．　C．6960の爲眞である。
　マゼラン選一忘年來一陽のHarvard天文毫では爾マゼラン雲に就いて
種々面白い事實を嚢表して居るが，近頃岡毫長のSh＆pley氏はScientia（1925年
八月）誌上に星辰の壽命の問題ε關早して爾マゼラン雲に關するHa　rvardの研
究をまざめて書いて居るから，同論文中マゼラン雲に關する部分を紹介する。
　爾雲共肉眼で見る事が出來る。小雲の方はTucana星座中にあり，その中心
g2・ 天女學界最近の研究一！堕雪気皐．團
一
は南極から15。しか離れて居ない。銀河緯度は一44。．銀河脛度は268。であ
る。大雲の方はDoradus星座中にあり，南極から21。度の距離にある。その
銀河緯度は一33c銀河脛度は247Dである。
　肉眼で見た所の重な性質は，爾雲共に星や星雲からなる長くなった不規律の
籏がりを有して居るが，爲眞を撮って見るε．爾マゼラン雲共に，その外形は
大饅圓形になって居る。　その角捻出は小マゼラン雲では3’．6大マゼラン雲で
はプ，2になって居る。
　　　　　　　　　　　第　三　圖　　N．G．　C．696｛｝
　此れ等雨星雲の窮地は主ミしてHari・ard天文皇の南米PeruのArequipaの
B（iyden主張所で撮られたものであるが，現今這35年間の材料が蓄積せられ
て居る，　19．　06年Mss　Leavittは其の年迄に用ひられる窮眞板を用ひて1777個
の愛光星を小マゼラン雲の中に装見しt　、’其の後，Miss　Canmnなきの研究によ
って爾雲内の星の位置や光度やスペクトルなεが研究せられナこ。叉マゼラン雲
の中には，星の外にcop．densed　clusterやopen　dusterがあり，叉多くの瓦斯
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　然星雲が存在する事が知れて來た・そして・マゼラン雲内にある星雲の視線速
　度に關しては’Lick天文毫の南米出張所のR・E・Wilson氏によって研究され
　て居る。小マゼラン雲の中では覗線速度の知れた星雲はN・G．C．1644の唯一
　っであるか其の観線速度は十168粁秒である。大マゼラン雲0）中には二線速度
　の知れた星雲は17個もあるが，その速度は十251粁秒から十309二二を與へ
　其の李均は十276粁秒である。今日知れて居る瓦斯駄星雲はマゼラン雲内のも
　のをのけるミ皆銀河面にあるので，是等の星雲の與へる硯線速度はマゼラン雲
　其物の蓮動を與へるものE考へてよい。
　　マゼラン雲の研究の最も大きな結果の一つはCepheid憂光星の週期ε眞光度
　の關係である。前に述べたMiss　Leavittは小マゼラン雲内の攣光星から，その
　週期ε光度εの間に証言ある事を二見しナこが，此れは光度の大なるもの程その
　週期が長い：三’言ふのであ．る。其後ShapJey氏は銀～可系内に於けるCepheid
　や球1状星團内のCepheid憂光星を研究して，此の種の星の週期E眞光度の間
　の關係を確立した。有名な光度週期曲線である。所で若しCepheid孤光の現
　象が宇宙間さごでも一一一・L般的なものであろミするならば，此の關係を用ひてマ
　ぜラン雲の中にあるICeph6id攣光星の眞光度が出て來るわけで，從ってマ
　ゼラン雲の距離が知れるわけである。此の理を慮用・してHertzsprungやKap－
　teynやShapleyが小マゼラン雲の距離を出しナニが現今知れて居る小マゼラン
　三内の約100個の攣光星から距離を出して見るε
　　　　　　　　　　　　　　　31000　parsecs
　なる結果を得る。此れは0．GOOO32秒の税差に相等し，ざつε102000光年であ
　る。此の距離を用ひて角直心の3。．6から小マゼラン雲の直径を計算して見るε
　6500光年になる。卸ち地球からオ1」オン星雲までの距離の約十倍である。既
　に小Vゼラン雲の距離を知った。故に此の雲の中の星の眞光度を知る事は容易
　である。若し我太陽が小マゼラン雲門にあるεするならば，その光度は23等
　級になるだらう。故に太陽位の光のものは到底見る事が出來ない。吾々が小マ
　ゼラン雲内に見る事の二二る星は皆E星に属する。小マゼラン三内に於て最も
　光の強い星は10等である○上に述べた距離から計算するεかNる星の眞光度
　は一7等級のものになる。
　　小マゼラン雲内で最も光の強い三々は皆温度の低いスペクトルを有するもの
　である。EPち赤色がかつナこ星である。赤色の星は其の表面光度は弱い。故に其
　の表面の廣さ，從って其の艦積は飛んでもなく大きなものでなくてはならな
　い。スペクト）v　＞s表面光度ミの普通の法則に依って計算するs，此の雲の中の
　赤色の：巨星の直径は1000000000四位になる。これは三下木星の軌道の直脛位
　のものであるQ故にマゼラン星雲内の光の彊い星は大ていその直径がBeteI
　geUze（αOrionis）よりも大きいミ言ふ事になる。
94 天丈學界最：近の研：究・一一星雲及星團
　大マゼラン雲内の攣光星に就ては今日未だ充分の研究が出來て居ないから，
愛光星に依って其の距離を決定する事は出來ないが，大マゼラン雲に屡するε
思はれる幽かな球駄星團の直径から見當をつけるS大盟35000parsecs師ち
115000光年位だらうε考へられる。
　球朕星團内の星の分布一球歌星團内の星の分有に就ては，色々昔から
理論的な」叉實際的な研究がされて居るが，近頃C．Parvulesco氏はParlsの天
文墓に於てLick天文毫の二二の測定から三つの二二二二内の星の分有の研究
を嚢表して居る（C．R．1925十月）。自Pち．M9，　M10及M12の三つである。
その結果は，
　第一。此の三つの星團は中心部に於ては，星の分布の有様が非常に良く似て
居る。帥ち牛径を1εすれば02場内では殆んき同檬である。
　第二。申心部に於て星が最も密集して居る．星團（M．9）に在りては其の周邊
近くに於て最も疎な星の密度を有して居る。M．10に於ては其の逆になって居
る。邸ち一般的に言へば，中心部の密度が大なる程周邊の密度は小さい。
　第三。星の分布を示す曲線は中心部に於ては周邊に於けるよりもSOOO　f9・6000
倍の密度を與へる。然し此の中心部ε周邊部ミの密度の比は主こして星團の牛
径の評贋に依るものであるが，此の星野の牛径ε言ふのが測定にむつかしい。
言ふ迄もなく星團の孚径を大にミれば此の比は大5なるのであって，星團の孚
径は露出の時間を長くすれば大S出て興る。けれさも露出の時間を長くすれば
申心部の密度は測れなくなる。
　爾ほParvulescoは此等の地響内の星の分布に就いて理論的0）研究ε比較研
究し，此等の星野内の星の分布を與へる式εして，次の公式を誘出して居る。
　郎ち中心よりrなる距離の星の密度Φ（r）は
　　　　　　　　　　di（・）一（，毒）髪
藪にCは常撒で，M9の場合には6，1，　M．12の場合には5．7，　M．1⑪の場
合には5であるQ
正誤一
　前號本記事31頁の『亘星倭学説の進歩』中の挿絵の横軸［t『眞光度（ae’　uメトリック）
及スペクN）i』ピあるば誤で本文に書いてある檬に『表面光度（瀞ロメ1・リンク）及スペ
ル　ト’レ』　t訂正すo
